
氏名 尾上　正人

学部担当科目

・社会学基礎
・社会調査概論
・産業社会学
・産業と技術の発展
・社会体験実習
・総合社会学特殊講義
・演習Ⅰ～Ⅳ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会学会、経済社会学会

人間社会の諸現象の社会生物学的研究

東京大学大学院人文社会系研究科第一種博士課程

博士（社会学）

産業社会学、社会生物学

最終学歴

　【研究上の特記事項】 特にありません。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

特にありません。

特にありません。

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学入試委員、企画委員を担当した。

大学院博士後期課程
担当科目

・応用社会学特論Ⅰ・Ⅱ

通信教育部担当科目
・経営学基礎



単独

（その他）

（学会発表）

①「家畜化と自己家畜化のあい
だ――イエネコと他の家畜およ
びヒトとの比較」

　イエネコを自己家畜化した動物と見た
場合の他の（自己家畜化しなかった）家
畜との違いを明らかにし、さらに、同じく
自己家畜化した動物であるヒトとその社
交性、またヒトが作った社会を研究する
社会学に対する示唆をも展望した。

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

第95回日本社会学会
大会（於追手門学院大
学）

2023年11月


